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１． はじめに 
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ADSL，光ファイバ等の常時接続型のブロードバ

ンドネットワークの普及により，様々な映像配信

サービスへの期待が高まっている．しかしながら，

現状の映像配信は蓄積されたコンテンツの提供や，

街角ライブカメラのように遠隔地の空間の視覚情

報による片方向の情報配信に過ぎない． 

我々が提案するのはそのような実写の映像とと

もに，そこに映る「ヒト・モノ」といった実オブ

ジェクトに「触る」ことができるシステムである．

ここで「触る」とは，1)視覚だけでは得られない

センシング情報を取得する事，2)実際に物に対し

て物理的に作用する事を意味する．従って，ユー

ザは単に映像を眺めているだけではなく，遠隔地

にある実オブジェクトとのインタラクティブなコ

ミュニケーションを図ることが可能になる．本発

表では実オブジェクトに「触る」を実現するシス

テム及び StiC デバイスについて説明する． 

図 1(a)  StiC の構成 (b) StiC のプロトタイプ 

無線回路は低電力化のために 300MHz の微弱無線

規格を採用している． StiC は独自のプロトコルに

よりインターネットへのアクセスポイントを経由

して，インターネットで接続された任意の機器と

通信する． 

センサは貼り付けた物や人の情報，周辺環境の

情報を取得し，ネットワークに送信することによ

り，「ヒト・モノ」のプレゼンス情報や健康情報が

ネットワーク側からリアルタイムに取得可能にな

る．さらに，アクチュエータにより遠隔地にある

物に対して作用を施すことができる．  

 

２． StiC 

実世界の実オブジェクトの状態をリアルタイム

で把握し，制御するために我々は Stick-on 

Communicator (StiC)を開発している．「Stick-on」 

とは「貼り付ける」と言う意味で，興味のある実

オブジェクトに貼り付けるだけで，実オブジェク

トとネットワークとを結合できる． 

 

2.2 StiC による「ヒト・モノ」に触るシステム 

図 2 にシステムの概略を示す．本システムは遠

隔地の実世界に対してユーザがインタラクティブ

なコミュニケーションをするための手段を提供す

る．具体的には StiC を貼り付けた実オブジェクト

をシステムが認識し，その情報を実写映像ととも

にネットワークで配信する．ユーザはディスプレ

イの実写映像中のクリッカブル化された実オブジ

ェクトをクリックすることにより，遠隔地の実オ

ブジェクトのセンサ情報やアクチュエータ制御が

でき，遠隔地のリアル世界とインタラクションが

可能となる． 

 

2.1 StiC デバイスの構成 

図 1にStiCデバイスの構成とプロトタイプを示

す．StiC はセンサ，アクチュエータを取り付け可

能である．さらに，他の StiC と無線で通信するた

めの無線回路と，センサ及びアクチュエータを制

御するための制御回路から構成される． 

実オブジェクトをクリッカブル化するためは，

視野内での各実オブジェクトの位置座標の把握が

必要となる．本システムではStiCに赤外発光機能

を付加し，これを実現した．システム側からの 
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図 2 システムの構成

所望のオブジェクトへの発光要求に対し，対応す

る StiC の赤外発光をカメラで捕らえ，その出力に

画像処理を施し，座標値をリアルタイムに抽出す

る．なお，毎秒約 50 個の，動体を含めたオブジェ

クトの認識が可能である． 

  

2.3 デモンストレーションシーン 

図 3 は遠隔地の一室を撮影した映像を，ユーザ

が居る場所のタッチパネル付きディスプレイにリ

アルタイムに映している．遠隔地の壁の絵や人の

肩に StiC を貼り付けると，図 4に示すクリッカブ

ルオブジェクトを示すマーカーがディスプレイ画

面に表示される． 

 

図 3 デモ画面 

マーカーは属性情報表示用，センサ情報表示用，

アクチュエータ操作用のタグを持つ．実オブジェ

クトには固有の ID 番号が割り振られており，絵画

の属性情報表示用タグをクリックすると IDに対応

した絵画の説明が表示される．また，センサ情報

取得用タグをクリックすると，リアルタイムの温

度情報が表示される．ま

た，アクチュエータ操作

用タグは StiC のアクチ

ュエータを作動させる

ためのものであり，遠隔

地の実世界への介在を

可能とする．例えば肩の

タグをクリックするとバイブレータが振動して人

を呼び出すことができる．  
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図 4 マーカーの詳細 

 

３． まとめ 

本発表では人や物に貼り付けることによって実

世 界 と 仮 想 世 界 と を 結 合 す る Stick-on 

Communicator (StiC)及び遠隔地のオブジェクトに

触るシステムを提案・試作した．本システムによ

って遠隔地の「ヒト・モノ」とのインタラクティ

ブなコミュニケーションが実現可能なことを示し

た． 
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